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基本
理念

　6つの基本目標の実現に向けて施策を進めていくために必要となる、県のさまざまな分野の取り組みに広く関係す
る視点を「施策横断的な視点」として掲げています。

　感染症などの健康危機や大規模災害
に対して、市町村などの関係機関との
連携を進め、危機管理体制の充実を図
ります。あわせて、地震、台風や土砂災
害など、さまざまな災害に対する防災基盤などの整備を進めます。
　犯罪が起こりにくく、交通事故に遭わない、安全で安心して暮らせる社
会づくりを進めます。

　医療従事者の確保や医療連携体制の
構築を進めます。また、健康寿命の延
伸などや、生活習慣病の発症予防、重症
化防止を中心とした健康づくりを推進
します。さらに、高齢者が生き生きと暮らし続けられる社会の実現を図る
とともに、障害のある人の社会参加を促進し、地域の中でその人らしく暮
らせる環境をつくります。

　年齢や性別、国籍、障害の有無、性的
指向・性自認などにかかわらず、誰も
が社会に参画し、その人らしく生きて
いくことができる社会づくりを推進します。また、県全体の広範な課題や
各地域の課題について、県民、企業、団体などと連携・協働して取り組んで
いきます。

　次世代に求められる総合力の高い産
業を創出し、新たな雇用につなげると
ともに、人材の育成・確保や成長力の
強化などにより力強い農林水産業を確
立します。成田空港の更なる機能強化や道路・公共交通などの交通ネッ
トワークの充実により立地優位性を高め、本県独自の特性を生かした、
千葉ならではの自立性の高い経済圏を確立します。

　妊娠・出産から子どもの自立までを
総合的に支援するとともに、子育て世
代の経済的な安定を確保し、子どもた
ちの成長を支えます。また、新しい時
代に対応する「生きる力」を持ち、千葉県の未来を担う子どもや若者を育て
るため、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たして、連携した取り組
みを進めていきます。

　千葉県の魅力を向上させ、千葉で暮
らすことの価値を広く周知していきま
す。房総半島の豊かな自然環境を保全
するとともに、地球温暖化対策の取り組みを推進します。また、誰もが文
化芸術を享受できる環境をつくるとともに、パラスポーツを含むスポーツ
のさらなる振興を図ります。
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oals（持続可能な開発目標）」の略で、貧困や不平等・格差、気候変動などのさまざまな問題の解決に向けた世界共通の目標

～千葉の未来を切り開く～～千葉の未来を切り開く～

「「まちまち」「」「海海・・緑緑」「」「ひとひと」」がが
きらめく千葉きらめく千葉のの実現実現

　新たな総合計画は、基本構想編と実施計画編で構成しています。　新たな総合計画は、基本構想編と実施計画編で構成しています。
基本構想編は、基本理念「『まち』『海・緑』『ひと』がきらめく千葉の基本構想編は、基本理念「『まち』『海・緑』『ひと』がきらめく千葉の
実現」に向けて、6つの分野で基本目標を設けています。実施計画編実現」に向けて、6つの分野で基本目標を設けています。実施計画編
は、これらの基本目標を実現するため、今後3年間で重点的に取り組は、これらの基本目標を実現するため、今後3年間で重点的に取り組
む政策・施策をまとめたものです。む政策・施策をまとめたものです。
　総合計画の詳細は、県文書館や県立図書館などで閲覧できる他、　総合計画の詳細は、県文書館や県立図書館などで閲覧できる他、
ホームページでもご覧いただけます。ホームページでもご覧いただけます。
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問い合わせ

危機管理体制の危機管理体制の
構築と安全の確保構築と安全の確保

基本
目標Ⅰ

未来を支える未来を支える
医療・福祉の充実医療・福祉の充実

基本
目標Ⅲ

誰もがその人らしく誰もがその人らしく
生きる・分かり合える生きる・分かり合える
社会の実現社会の実現

基本
目標Ⅴ

施策横断的な視点施策横断的な視点

千葉経済圏の確立と千葉経済圏の確立と
社会資本の整備社会資本の整備

基本
目標Ⅱ

子どもの可能性を子どもの可能性を
広げる千葉の確立広げる千葉の確立

基本
目標Ⅳ

独自の自然・文化を独自の自然・文化を
生かした魅力ある生かした魅力ある
千葉の創造千葉の創造

基本
目標Ⅵ

基本構想編
（令和4年度～令和13年度の10年間）

実施計画編
（令和4年度～令和6年度）
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Ⅰ　危機管理体制の構築と安全の確保

Ⅱ　千葉経済圏の確立と社会資本の整備

Ⅲ　未来を支える医療・福祉の充実

Ⅳ　子どもの可能性を広げる千葉の確立

Ⅴ　誰もがその人らしく生きる・分かり合える社会の実現

Ⅵ　独自の自然・文化を生かした魅力ある千葉の創造

11 県政運営を貫く3本の矢 県政運営を貫く3本の矢 22  SS
エスディージーズエスディージーズ

DGsDGs※※の推進の推進 33  カーボンニュートラルに   カーボンニュートラルに 
向けた取組の推進向けた取組の推進

44  東京2020オリンピック・   東京2020オリンピック・ 
パラリンピック競技大会の パラリンピック競技大会の 
レガシーの活用レガシーの活用

交通安全対策を強化

令和5年開院予定の（仮称）総合救急災害医療センター

地域の日本語教室を支援

機能強化が進む成田空港

子育て支援センター

房総半島の豊かな自然

提供：成田国際空港株式会社提供：成田国際空港株式会社

千 葉 県 総 合 計 画

くらしを豊かにする
デジタル技術の効果的な活用

千葉の総力を結集した
県づくり

県民視点に立った効果的・
効率的な行政組織への変革




